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１．はじめに 

 北海道北東部を流れる常呂川は低水路が大きく蛇行し，その河岸際には樹木が繁茂している．また，広い高水

敷の大部分は耕作地として利用されており，洪水時は堤内の耕作地からの土砂流出と相まって，濁水となり流下

する 1)．著者らは，常呂川を対象に耕作地と樹木群が洪水時の河床変動に与える影響に関して検討している 2)．し

かし，上流域から流入する土砂量も考慮に入れなければ，縦断的な堆積土砂量が少ないという課題を残していた．

本論文では著者らのこれまでの検討結果に加え，河道内の土砂堆積に与える上流域から流入する土砂量の影響に

ついてまとめる． 

２．検討方法 

 0.0km～13.0km区間を対象に H18年 10月洪水流の解析を行う．解析法は福岡らの提案する水面形の時間変化を

解とする非定常平面二次元解析法を用いる 3)．H14年 10月洪水時には 0.2km地点において濁度観測が行われてい

る．その結果，洪水の上昇期と下降期にピークを有し，最大で 2500ppm 程度となる濁度が観測された 1)．上流域

から多量に流入する土砂量の影響を検討するため，解析上流端に与える浮遊砂の境界条件を 2パターン用意した．

解析 Case1 では検討領域上流に設けた助走区間で浮遊砂濃度を発達させ，その濃度を与えている．解析 Case2 で

は 0.2km地点における浮遊砂濃度が H14 年の観測値(2500ppm)程度になるように，助走区間内における浮上量を

増大させ求めた濃度を与えた． 

３．解析結果 

 図-1に痕跡水位と解析最大水位の比較を示す．図-2に

流量ハイドログラフの比較と浮遊砂濃度ハイドログラフ

を示す．解析値はCase1，Case2共に観測値を捉えている．

浮遊砂濃度ハイドログラフは上昇期と下降期にピークを

迎え，二山の波形となっている．これは，黒田らの調査

結果 2)と一致する．図-3に実測低水路河床変動コンター

と解析河床変動コンターの比較を示す．洪水後の測量は

12.0km断面を除き，低水路沿いのみで行われている．よ

って，実測では 12.0km断面を除き，高水敷の河床変動量

を 0 として示している．解析河床変動コンターより，低

水路河床には縦断的に土砂が堆積しており，耕作地は洗

掘傾向にある．実測値と比較すると，4.0km 付近の低水

路内や樹木群内における土砂堆積の傾向，12.0km地点に

おける耕作地の浸食が再現されている．しかし，Case1

では縦断的な堆積土砂量が少ない．3.6km地点において，

実測値では 0.2m程度の堆積が生じているが，Case1では

0.05m程度しか生じていない．一方で，Case2では Case1

に比べ縦断的な堆積土砂量が多く，3.6km 地点でも，実
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図-2 流量ハイドログラフの比較と 
浮遊砂濃度ハイドログラフ 
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図-1 左岸痕跡水位と解析左岸最大水位の比較 
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測値と同程度の 0.2m程度の堆積が生じている．このように，観測された濁度に見合う浮遊砂量を上流から流入さ

せることで縦断的な堆積土砂量を概ね再現することができた．図-4に 4.0km付近の水位ピーク時における流速ベ

クトルと河床変動コンターを示す(Case2)．高水敷において高流速が発生し，樹木群内で流速が低下している．低

水路が蛇行している 5.0km 付近では，樹木群内の遅い流れが流入することで，低水路内において顕著な流速低減

(1m/s 程度)が生じている．河床に関しては，低水路から高水敷に流れが乗り上がる個所において局所的に大きな

洗掘が生じ，耕作地が平均的に 0.05m～0.1m 程度洗掘されている．また，蛇行低水路沿いの樹木群の影響で流速

が低減する個所において，土砂堆積が生じている．以上のことから，樹木の影響により，耕作地や上流域から流

送された土砂が低水路河床に堆積していることが分かる．しかし，これら堆積土砂も低水路満杯流程度で流れる

融雪出水等の作用により，流送されることが考えられる．そこで，H18 年洪水流解析後の河床形状・粒度構成を

用いて，融雪出水(200m3/s)の解析を行った．図-5に 5.0km地点における解析初期に与えた粒度分布と解析により

求めた粒度分布の変化に示す(図-4 に調査位置を示す)．低水路河床に元々存在する材料は砂礫であるが，洪水に

より低水路河床には土砂が堆積し，その堆積土砂の粒度分布は耕作地に存在したシルト分であることが分かる．

その後，融雪出水を解くと，低水路に堆積していた土砂は流送され，元々河床に存在していた粒径に近づく．す

なわち，低水路形状は融雪出水の作用により維持されていると言える． 

４．まとめ 

実測値で示される堆積土砂量を再現するには，高水敷耕作地からの土砂供給に加え，上流域から河川に流入す

る土砂量を考慮に入れる必要性を示した．蛇行低水路沿いの樹木群は，低水路河床に耕作地や上流域から供給さ

れる土砂を堆積させる．それら粒径の小さい堆積土砂は毎年発生する融雪出水の作用により流送され，かなり大

きな河床材料の状態で洪水を迎えている． 
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図-3 実測低水路河床変動コンターと解析河床変動コンターの比較 
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＊実測では 12.0km断面を除き 
高水敷の河床変動量を 0として示している． 

0.6
0.4
0.2
0.1
0.05

-0.05
-0.1
-0.2
-0.4
-0.6 洗掘

堆積 

(m) 

：河床材料調査地点 

図-4 流速ベクトルと河床変動コンター(Case2) 

： 1ｍ/s 

：樹木群繁茂領域 

-0.6 -0.4 -0.2 -0.1 -0.05 0.05 0.1 0.2 0.4 0.6

洗掘 
(m) 

堆積 
4.0km 

5.0km 

0

20

40

60

80

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

図-5 解析初期粒度と解析により求めた粒度の変化 
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